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１．物質に関する基本的事項

(1)　分子式・分子量・構造式

物質名： ヘキサクロロベンゼン

（別の呼称：六塩化ベンゼン、パークロロベンゼン）

CAS 番号：118-74-1
分子式：C6Cl6

分子量：284.78
構造式：

（2） 物理化学的性状

本物質の物理化学的性状は以下のとおりである。

融点 230 ℃ 1)

沸点 322 ℃ 1)

比重 1.5691 (24 ℃) 1)

蒸気圧 1.80×10-5 mmHg (25 ℃) 2)

換算係数 1ppm=11.65 mg/m3   at 25℃,気体（計算値）

n-オクタノール/水分配係数 6.2 3)

水溶性 0.0062 mg/L 4)

（3） 環境運命に関する基礎的事項

本物質は濃縮性の高い物質で、また、生分解性は低い。分解性及び濃縮性は次のとおりで

ある。

分解性

好気的：難分解 5)より作成

BOD から算出した分解度：

0 % (試験期間：2 週間、被験物質：100 mg/L、活性汚泥：30 mg/L) 5)

濃縮性：低濃縮 5)

生物濃縮係数（BCF）：11,000～27,000 (試験期間：8 週間、試験濃度：0.5 µg/L), 6,000～
30,000 (試験期間：8 週間、試験濃度：0.05 µg/L) 5)

（4） 製造輸入量及び用途

①　生産量・輸入量等

本物質は、1979 年に化審法第一種特定化学物質に指定されており、製造、輸入、使用が規

制されているため、ほとんど国内に流通していないと考えられるが、焼却の過程等で非意図
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的に生成されうるため、現在でも環境中への排出の可能性がある。

②　過去の用途

本物質は、日本では農薬登録されていないが、海外では殺菌剤として麦類の種子消毒に施

用されている 6)。工業用では除草剤 PCP の製造原料、ゴムの素練促進剤、衣類の防炎加工剤、

ポリ塩化ビニールの可塑剤等として使用されていた 6)。
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２．暴露評価

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や、水生生物の生存・生育を

確保する観点から、実測データをもとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般

環境等からの暴露を評価することとし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバー

される高濃度側のデータによって暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含

めデータの信頼性を確認した上で最大濃度を評価に用いているが、多数のデータが得られ、

その一部に排出源周辺等のデータも含まれると考えられる場合には、95 パーセンタイル値に

よる評価を行っている。

(1) 環境中分布の予測

本物質の環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSES モデルを用いて

算出した結果を表 2.1 に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400km2、人口約 800 万

人のモデル地域を設定して予測を行った 1)。

                       表 2.1　本物質の各媒体間の分布予測結果

分布量(％)

大　　　気

水　　　質

土　　　壌

底　　　質

       0.29

       1.4

      64.6

      33.7

(2) 各媒体中の存在量の概要

本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデータの信頼性が確

認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2

に示す。
                          表 2.2　本物質の各媒体中の存在状況

媒　　　　　　体
幾　何

平均値

算　術

平均値
最小値 最大値

検　出

下限値
検出率

調　査

地　域
測定年 文献

一般環境大気       µg/m3

飲料水             µg/L

地下水             µg/L

食物               µg/g

土壌               µg/g

公共用水域・淡水   µg/L

公共用水域・海水   µg/L

公共用水域・海水   µg/L

底質(公共用水域・淡水) µg/g

底質(公共用水域・海水) µg/g

0.00026

< 0.05

< 0.05

< 0.00005

< 0.005

< 0.05

< 0.002

< 0.05

< 0.01

< 0.01

0.00027

< 0.05

< 0.05

< 0.00005

< 0.005

< 0.05

< 0.002

< 0.05

< 0.01

< 0.01

 0.00018

< 0.005

0.0004

0.005

0.05

0.05

0.00005

0.005

0.05

0.002

0.05

0.01

0.01

20/20

0/42

0/4

0/57

1/94

0/234

0/18

0/11

0/90

0/4

全国

全国

全国

全国

全国

全国

福岡

全国

全国

全国

1999

1999

1998

1998

1998

1999

1995

1998

1998

1998

2

3

4

5

4

4

6

4

4

4

  注：ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのﾊﾟﾙﾌﾟ工場排水の流入水域で平均値 0.24 µg/L､最大値 3.1 µg/L の報告がある(1993)7)｡
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(3) 人に対する暴露の推定（一日暴露量の予測最大量）

一般環境大気、飲料水、食物及び土壌の実測値を用いて、人に対する暴露の推定を行った

（表 2.3）。化学物質の人による一日暴露量の算出に際しては、人の１日の呼吸量、飲水量、

食事量及び土壌暴露量をそれぞれ 15m3、2L、2,000g 及び 0.15g と仮定している。
                        

表 2.3　本物質の各媒体中濃度と一日暴露量

媒　体 濃　　　度 一日暴露量

平

均

大　気

 一般環境大気

 室内空気

水　質

 飲料水

 地下水

 公共用水域・淡水

食　物

土　壌

0.00026 µg/m3程度  (1999)

データはない

0.05 µg/L 未満程度 (1999)

限られた 0.05 µg/L 未満しかない (1998)

0.05 µg/L 未満程度  (1998)

0.00005 µg/g 未満程度  (1998)

0.005 µg/g 未満程度(1998)

0.000078 µg/kg/day 程度

データはない

0.002 µg/kg/day 未満程度

限られた 0.002 µg/kg/day 未満しかない

0.002 µg/kg/day 未満程度

0.002 µg/kg/day 未満程度

0.000015 µg/kg/day 未満程度

最

　

大

　

値

　

等

大　気

 一般環境大気

 室内空気

水　質

 飲料水

 地下水

 公共用水域・淡水

食　物

土　壌

0.0004 µg/m3程度  (1999)

データはない

0.05 µg/L 未満程度  (1999)

限られた 0.05 µg/L 未満しかない (1998)

0.05 µg/L 未満程度  (1998)

［上に同じ］

0.00005 µg/g 未満程度  (1998)

0.005 µg/g 程度(1998)

0.00012 µg/kg/day 程度

データはない

0.002 µg/kg/day 未満程度

限られた 0.002 µg/kg/day 未満しかない

0.002 µg/kg/day 未満程度

［上に同じ］

0.002 µg/kg/day 未満程度

0.000015 µg/kg/day 程度

      注：［　］内の数値は、実測値の 95 パーセンタイル値を示す。

人の一日暴露量の集計結果を表 2.4 に示す。吸入暴露による一日暴露量の予測最大量は

0.00012 µg/kg/day（濃度としては 0.0004 µg/m3）であった。経口暴露による一日暴露量の予測

最大量は 0.004 µg/kg/day 未満であり、そのうち飲料水と食物がそれぞれ 0.002 µg/kg/day 未満

であった。全暴露経路からの一日暴露量の予測最大量は 0.0041 µg/kg/day 未満であった。
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                            表 2.4　人の一日暴露量

平　　　均 予測最大量

暴露量(µg/kg/day) 暴露量(µg/kg/day)

 一般環境大気      0.000078       0.00012   大気

 室内空気      

 飲料水      0.002       0.002

 地下水     (0.002)      (0.002)   水質

 公共用水域・淡水     (0.002)     ([0.002])

   食物      0.002       0.002

   土壌      0.000015       0.000015

   経口暴露量合計      0.004015       0.004015

   総暴露量      0.004093       0.004135
    　注：1)［　］内の数値は、実測値の 95 パーセンタイル値より算出した値。
      　  2)（　）内の数字は総暴露量の算出に用いていない。
          3)　アンダーラインは不検出データによる暴露量を示す。また、総暴露量の項のアンダーラインは、
            不検出データによる暴露量が優位を示した総暴露量を示す。

(4) 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC）

本物質の水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5 のように整理した。

水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡

水域では 0.05 µg/L 未満程度（95 パーセンタイル値）、同海水域では 0.002 µg/L 未満程度とな

った。
                        表 2.5　水質中の本物質の濃度

平　　　　均 最　大　値　等媒　体

濃　　　　度 濃　　　度

水　質

  公共用水域・淡水

  公共用水域・海水

0.05 µg/L 未満程度  (1998)

0.002 µg/L未満の報告がある

  (1995)

              

0.05 µg/L 未満 程度 (1998)

［上に同じ］

0.002 µg/L未満の報告がある 

(1995)
注：1)　公共用水域・淡水は､河川河口域を含む｡

2)［　］内の数値は、実測値の 95 パーセンタイル値を示す。
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３．健康リスクの初期評価

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響（内分泌かく乱作用に関する

ものを除く）についてのリスク評価を行った。

（1） 一般毒性及び生殖・発生毒性

①　急性毒性１）

表 3.1　急性毒性
動物種 経路 致死量、中毒量等

ヒト 経口 LDLo：500 mg/kg

ラット 経口 LD50：10,000 mg/kg

致死量を投与した実験動物では、痙攣、震え、衰弱、運動失調、麻痺、肝臓の病理変化が

報告されている。また、皮膚や眼への刺激性はなく、モルモットでは感作性も認められてい

ない。

②　中・長期毒性

Sprague-Dawley ラット雌雄各 9 匹を 1 群とし、0、1、5、10、25 ppm（0、0.05、0.25、0.5、

1.25 mg/kg/day）を食餌に添加して 12 ヶ月間投与した結果、5 ppm 以上の群でミトコンドリ

アの膨化、滑面小胞体の増加、25 ppm 群で貯蔵空胞の増加を認めた２,３）。この結果から、1 ppm

を摂取量に換算した 0.05 mg/kg/day が NOEL となる。

③　生殖・発生毒性

Sprague-Dawley ラット雌雄各 40 匹を 1 群とし、0、0.32、1.6、8.0、40 ppm（0、0.016、0.08、

0.4、2 mg/kg/day）を食餌に添加して交配 90 日前から出産時まで投与した結果、生殖能力に

影響を認めなかったが、40 ppm 群の仔の生残率は有意に低下した４）。

④　ヒトへの影響

ヒトへの健康影響としては、1954 年から 1955 年の間にトルコで発生した事故（防カビ剤

に含まれた本物質を穀物から大量に摂取）のデータのみであると考えられる。この事故では

50～200 mg/day の暴露を受け、600 人以上に晩発性皮膚ポルフィリン症が発症していたこと

が報告されている。この事故で被害を受けた一部の人達に対する追跡調査が実施されている

が、発がんにもとづく過剰死亡は認められていない。

（2） 発がん性

①　発がん性に関する知見の概要

Sprague-Dawley ラット雌雄各 50 匹を 1 群とし、0、0.32、1.6、8、40 ppm を食餌に添加し

て F0世代に 3 ヶ月間、F1 世代に 130 週間投与した結果、40 ppm 群の F1 雌に副腎の褐色細胞

腫の有意な発生を認めた５）。

本物質はマウス、ラット、ハムスターへの発がん性が認められている。しかし、ヒトの発

がん性を議論するための疫学データは、暴露評価、対象者数等の点から、現在のところ不十
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］ 

分である（IARC, 1987）とされている。

②　発がんリスク評価の必要性

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がな

いため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されてい

る。このため、発がん性に関する評価の実施について検討する必要がある。

（3） 無毒性量（NOAEL）等の設定

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 0.05 mg/kg/day（ミト

コンドリアの膨化、滑面小胞体の増加）が信頼性のある最小値であることから、同値を無毒

性量等として設定する。

吸入暴露については、信頼性のあるデータが得られなかった。

（4） 健康リスクの初期評価結果

表 3.2　健康リスクの初期評価結果

暴露量
暴露経路

平均値 予測最大量
無毒性量等 MOE

経口 0.0040 µg/kg/day未満 0.0040 µg/kg/day未満 0.05 mg/kg/day ラット 1,300 超

経口暴露については、暴露量は平均値、予測最大量ともに 0.0040 µg/kg/day 未満であった。

動物実験結果より設定された無毒性量等 0.05 mg/kg/day と予測最大量から求めた MOE

（Margin of Exposure）は 1,300 を超えるため、健康リスクについては現時点では作業は必要

ないと考えられる。
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４．生態リスクの初期評価

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響（内分泌撹乱作用に関す

るものを除く）についてのリスク評価を行った。

(1) 生態毒性の概要

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、ある程度以上の信頼性が

ものについて生物群、毒性分類別に整理すると表 4.1 のとおりとなる。
  

表 4.1　生態毒性の概要

生物種 急性 慢性 毒性値

[ µg/L]

生物名 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

/影響内容

試験期間

[日]

Ref. No.

藻類 ○ 2 Cyclotella meneghiniana EC50　CYT 2 88

甲殻類 － － － － － － －

○ 142.78 Solea solea LC50　MOR 4 14995魚類

○ 199.35 Platichthys flesus LC50　MOR 4 14995

その他 － － － － － － －

太字の毒性値は、PNEC 算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC 算出の根拠とし

て採用されたものを示す。

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）EC50（Median Effective Concentration): 半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration): 半数致死濃度

影響内容）CYT （Cytogenetic): DNA 量の変化、MOR（Mortality): 死亡

(2) 予測無影響濃度（PNEC）の設定

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。

急性毒性値については、藻類では Cyclotella meneghiniana に対するDNA 量の減少の 48 時間

半数影響濃度（EC50）が 2 µg/L、魚類では Solea solea の 96 時間半数致死濃度（LC50）が 142.78

µg/L であった。急性毒性値について 2 生物群（藻類及び魚類）の信頼できる知見が得られた

ため、アセスメント係数として 1,000 を用いることとし、上記の毒性値のうち最も低い値（藻

類の 2 µg/L）にこれを適用することにより、急性毒性値による PNEC として 0.002 µg/L が得

られた。

慢性毒性値については、信頼できる毒性値は得られなかった。

本物質の PNEC としては、藻類の急性毒性値をアセスメント係数 1,000 で除した 0.002 µg/L

を採用する。
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

(3) 生態リスクの初期評価結果

表 4.2　生態リスクの初期評価結果

媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値]濃度

（PEC）

PNEC PEC/

PNEC 比

一般環境・淡水域 0.05 µg/L 未満程度 (1998) 0.05 µg/L 未満 程度 (1998)

［上に同じ］

 <25

一般環境・海水域 0.002 µg/L 未満の報告がある

(1995)

0.002 µg/L未満の報告がある

(1995)

 <1

水質

発生源周辺 我が国におけるデータはない 1) 我が国におけるデータはない 1)

0.002

µg/L

  

底質 一般環境 淡水域では 0.01 µg/g･dry 未満

程度  (1998)

海水域では 0.01 µg/g･dry 未満

程度  (1998)

淡水域では 0.01 µg/g･dry 未

満程度 (1998)

海水域では 0.01 µg/g･dry 未

満程度 (1998)
　注：一般環境･淡水域は､河川河口域を含む｡
　※ 1) ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのﾊﾟﾙﾌﾟ工場排水の流入水域で平均値 0.24 µg/L､最大値 3.1 µg/L の報告がある(1993)｡

本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域では 0.05 µg/L 未満程度、海

水域では 0.002 µg/L 未満であり、安全側の評価値として設定された予測環境中濃度（PEC）

についても同様で、淡水域では 0.05 µg/L 未満程度、海水域では 0.002 µg/L 未満であった。

予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域では 25 未満、海水域

では 1 未満となり、信頼できる生態毒性の知見が少なくアセスメント係数が 1,000 と大きい

こと、環境中濃度が検出下限値未満の値であることから、現時点では生態リスクの判定はで

きない。
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